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【公開日】令和1年10月24日(2019.10.24)
【年通号数】公開・登録公報2019-043
【出願番号】特願2019-34935(P2019-34935)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  35/02     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  32/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  27/224    (2006.01)
   Ｃ０４Ｂ  35/577    (2006.01)
   Ｃ０４Ｂ  41/89     (2006.01)
   Ｃ０４Ｂ  41/85     (2006.01)
   Ｃ０４Ｂ  38/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ   35/02     　　　Ｇ
   Ｂ０１Ｊ   32/00     　　　　
   Ｂ０１Ｊ   27/224    　　　Ａ
   Ｃ０４Ｂ   35/577    　　　　
   Ｃ０４Ｂ   41/89     　　　Ｚ
   Ｃ０４Ｂ   41/85     　　　Ｄ
   Ｃ０４Ｂ   38/00     ３０３Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和3年11月5日(2021.11.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明は上記問題点を解決するためになされたものであり、従来とは異なるアプローチ
によってハニカム構造部と電極部の間の接合信頼性を向上することを課題の一つとする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明に係るハニカム構造体の一実施形態によれば、ハニカム構造部と電極部の間の初
期及び長期的な接合信頼性が向上する。これにより、例えば、長期間使用しても電気抵抗
が上昇しにくい、耐久性に優れたＥＨＣ及びセラミックヒータが提供可能となる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
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　分散相がこのような扁平状の粒子を含有することで、電極部の厚み方向に垂直な方向に
おける電気抵抗を低下しやすいので、金属及び／又は金属化合物の体積割合を低くしても
（換言すれば、酸化物の体積割合を高くしても）、ハニカム構造部内を流れる電流分布を
広げやすいという利点が得られる。電極部の酸化物の体積割合が多くなること（金属及び
／又は金属化合物の体積割合が低くなること）は、ハニカム構造部と電極部の熱膨張差が
小さくなるので通電加熱の繰り返しに対する長期接合信頼性が高まるという観点から好ま
しい。分散相における、アスペクト比が２～１００である扁平状の金属及び／又は金属化
合物の粒子の含有割合は、上記断面をＳＥＭ（走査型電子顕微鏡）を用いて、５００倍（
１２８０×９６０ピクセル）で観察し、分散相を構成する金属及び／又は金属化合物の粒
子の合計面積に対するアスペクト比が２～１００である扁平状の金属及び／又は金属化合
物の粒子の面積割合を求め、これを体積割合とする。体積割合の測定は任意の５箇所以上
の視野で行い、平均値を測定値とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　電極部１２０は、酸化物の体積割合の高い内周側１２０ａと、酸化物の体積割合の低い
外周側１２０ｂを有する。電極部の内周側が電極部の外周側よりも高濃度で酸化物を含有
していることにより、ハニカム構造部及び電極部から金属成分が相互拡散するのを防止す
ることができる。このことは、ハニカム構造部と電極部の間の初期及び長期的な接合信頼
性向上に繋がり、そして、長期間使用しても電気抵抗が上昇しにくいという、発熱性能の
安定性に貢献する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
（２）ハニカム構造体の製造方法
　次に、本発明のハニカム構造体を製造する方法について例示的に説明する。但し、本発
明のハニカム構造体の製造方法については、以下に説明する製造方法に限定されることは
ない。
　本発明のハニカム構造体の製造方法は一実施形態において、焼成されたハニカム構造部
を得る工程と、該ハニカム構造部の外周側壁の外面に電極部の内周側形成用ペースト又は
スラリーを塗布する工程と、電極部の内周側形成用ペースト又はスラリーを焼成して電極
部の内周側を形成する工程と、電極部の内周側の上に電極部の外周側形成用ペースト又は
スラリーを塗布する工程と、電極部の外周側形成用ペースト又はスラリーを焼成して電極
部の外周側を形成する工程とを含む。
　また、本発明のハニカム構造体の製造方法は別の一実施形態において、焼成されたハニ
カム構造部を得る工程と、該ハニカム構造部の外周側壁の外面に電極部の内周側形成用ペ
ースト又はスラリーを塗布する工程と、電極部の内周側形成用ペースト又はスラリーの上
に電極部の外周側形成用ペースト又はスラリーを塗布する工程と、電極部の内周側形成用
ペースト又はスラリー及び電極部の外周側形成用ペースト又はスラリーを焼成して電極部
の内周側及び電極部の外周側を同時に形成する工程とを含む。
　また、本発明のハニカム構造体の製造方法は更に別の一実施形態において、ハニカム成
形体を得る工程と、該ハニカム成形体の外周側壁の外面に電極部の内周側形成用ペースト
又はスラリーを塗布する工程と、電極部の内周側形成用ペースト又はスラリーの上に電極
部の外周側形成用ペースト又はスラリーを塗布する工程と、ハニカム成形体、電極部の内
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周側形成用ペースト又はスラリー、及び電極部の外周側形成用ペースト又はスラリーを焼
成して、焼成されたハニカム構造部、電極部の内周側及び電極部の外周側を同時に形成す
る工程とを含む。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９７】
　得られた各試験例に係るハニカム構造体の電極部を、セルの流路方向に直交する断面で
ＳＥＭ観察により倍率５００倍で観察し、分散相におけるアスペクト比が２～１００であ
る扁平状のＳＵＳ粒子の体積割合を、先述した算出方法に基づき求めた。結果を表２に示
す。例えば実施例３５においては扁平状のＳＵＳ粒子のアスペクト比の平均値を、先述し
たＳＥＭによる断面観察による方法で求めたところ、約３であった。
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